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吉
村
こ
ず
え（
民
主
党
・
社
民
ネ
ッ
ト
）

　

�　

運
転
手
に
よ
り
神
奈
中
バ

ス
の
車
い
す
対
応
の
差
が
大
き
い
。

市
か
ら
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
を
求
め

る
べ
き
。

　

都
市
計
画
部
長　

皆
様
か
ら
の

情
報
は
的
確
に
バ
ス
事
業
者
に
伝

え
、
対
応
を
働
き
か
け
た
い
。

　

�　

授
業
の
日
本
語
が
わ
か
る

よ
う
外
国
籍
と
帰
国
児
童
・
生
徒

の
日
本
語
指
導
を
充
実
す
べ
き
。

　

学
校
教
育
部
長　

小
中
学
校
で

は
町
田
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
か
ら

問問

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派
遣
を
受
け

て
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

�　

他
市
の
先
行
施
策
を
参
考

に
日
本
語
が
わ
か
ら
な
い
保
護
者

の
た
め
支
援
体
制
作
り
を
す
べ
き
。

　

学
校
教
育
部
長　

保
護
者
か
ら

の
相
談
が
あ
っ
た
場
合
、
指
導
課

や
教
育
相
談
な
ど
で
随
時
対
応
し

て
い
ま
す
。
担
任
等
が
保
護
者
に

電
話
を
入
れ
た
り
、
通
知
の
文
書

を
Ａ
Ｌ
Ｔ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
翻

訳
し
て
も
ら
い
伝
え
る
な
ど
の
工

夫
を
し
て
い
る
学
校
も
あ
り
ま
す
。

問

　

上
野
孝
典
（
公
明
党
）

　

�　

本
年
七
月
か
ら
七
〇
歳
以

上
の
高
齢
者
世
帯
へ
の
ご
み
袋
無

償
支
給
が
始
ま
る
が
、
こ
の
政
策

形
成
の
経
緯
は
。

　

岩
崎
副
市
長　

昨
年
一
〇
月
に

予
算
要
望
と
し
て
公
明
党
会
派
か

ら
要
望
が
あ
り
、
ま
た
、
昨
年
一

二
月
の
一
般
質
問
に
お
い
て
、
宮

坂
議
員
か
ら
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
際
、
市
長
は
検
討
す
る
と
答

弁
し
て
お
り
、
こ
れ
を
受
け
、
二

〇
〇
七
年
度
の
施
政
方
針
で
述
べ
、

問

事
業
化
を
図
っ
た
も
の
で
す
。

　

�　

特
別
支
援
教
育
が
始
ま
る

が
、
障
が
い
学
級
（
固
定
級
）
は

な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
か
。

　

教
育
長　

固
定
級
は
残
る
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

�　

都
市
計
画
道
路
（
南
大
谷

〜
成
瀬
台
）
の
進
捗
状
況
は
。

　

町
田
副
市
長　

二
〇
〇
七
年
度

に
鉄
道
事
業
者
及
び
河
川
管
理
者

と
の
協
議
に
入
り
ま
す
。
協
議
の

結
果
を
踏
ま
え
、
整
備
計
画
の
策

定
に
向
か
っ
て
い
き
た
い
。

問問

　

川
畑
一
隆
（
公
明
党
）

　

�　

町
田
市
の
貴
重
な
財
産
で

あ
る
尾
根
緑
道
に
つ
い
て
、
地
域

の
変
化
に
伴
い
、
ま
す
ま
す
交
通

量
が
激
し
く
な
り
、
危
険
を
感
じ

て
い
る
。
貴
重
な
財
産
と
安
全
確

保
の
両
立
を
求
め
、
今
後
の
あ
り

方
と
整
備
方
針
の
必
要
を
問
う
。

　

町
田
副
市
長　

地
域
活
性
化
懇

談
会
の
中
で
も
、
交
通
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
、
交
通
ま
ち
づ
く
り
と
い
う

分
野
を
一
つ
の
テ
ー
マ
と
し
て
掲

げ
て
い
ま
す
の
で
、
い
ろ
ん
な
意

問

見
を
い
た
だ
き
、
可
能
な
限
り
早

く
整
備
方
針
を
固
め
て
い
き
た
い
。

　

�　

二
〇
一
一
年
七
月
二
四
日

に
向
け
て
、
庁
内
の
地
上
波
デ
ジ

タ
ル
テ
レ
ビ
導
入
の
対
応
を
問
う
。

　

市
長　

二
〇
一
一
年
度
の
地
上

波
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
全
面
移
行

に
先
立
ち
、
市
と
し
て
そ
の
機
能

や
利
便
性
に
つ
い
て
研
究
す
る
と

と
も
に
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
へ
の
適

応
の
可
能
性
あ
る
い
は
そ
の
有
効

性
を
調
査
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

問

　

谷
沢
和
夫（
民
主
党
・
社
民
ネ
ッ
ト
）

　

�　

厚
木
基
地
ジ
ェ
ッ
ト
機
騒

音
の
防
音
工
事
指
定
区
域
内
に
あ

る
各
種
公
共
施
設
の
防
音
工
事
は
、

そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
に
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
か
。

　

企
画
部
長　

防
音
工
事
は
、
国

が
責
任
を
持
っ
て
対
応
す
る
工
事

で
あ
り
、
市
は
そ
れ
ぞ
れ
の
公
共

施
設
の
建
築
計
画
及
び
改
修
計
画

に
あ
わ
せ
、
防
音
工
事
の
申
請
を

国
に
対
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

�　

新
庁
舎
建
設
着
工
に
伴
い
、

問問

現
在
の
タ
ク
シ
ー
プ
ー
ル
、
観
光

バ
ス
発
着
場
が
使
用
で
き
な
く
な

り
ま
す
が
、
そ
の
対
策
に
つ
い
て

ど
う
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　

新
庁
舎
担
当
部
長　

タ
ク
シ
ー

プ
ー
ル
の
移
転
は
、
新
庁
舎
建
設

推
進
本
部
の
中
に
専
門
部
会
を
立

ち
上
げ
、
具
体
的
対
応
に
つ
い
て

検
討
し
た
い
。

　

環
境
・
産
業
部
長　

観
光
バ
ス

出
発
所
は
二
〇
〇
九
年
四
月
、
町

田
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
へ
の
移
転
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

問

題

あ

り

！

バ

ス

の

車

い

す

対

応

尾

根

緑

道

の

あ

り

方

と

整

備

方

針

は

高

齢

者

へ

の

ご

み

袋

の

無

償

支

給

静

か

な

町

田

の

空

を

か

え

せ

！

消

費

生

活

セ

ン

タ

ー

運

営

に

つ

い

て

　

�　

よ
り
市
民
周
知
を
図
る
た

め
、
市
発
行
予
定
の
フ
リ
ー
マ
ガ

ジ
ン
記
載
や
幅
広
い
市
民
を
対
象

に
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
積
極
的
に
行

う
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　

生
活
文
化
担
当
部
長　

今
後
、

積
極
的
に
い
ろ
い
ろ
な
媒
体
を
使

い
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
そ
の
も

の
に
つ
い
て
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
多
く
の
方
が
参
加
で
き
る
よ

う
な
啓
発
事
業
を
積
極
的
に
行
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問

　

戸
塚
正
人（
民
主
党
・
社
民
ネ
ッ
ト
）

　

�　

消
費
生
活
相
談
窓
口
に
つ

い
て
、
よ
り
相
談
者
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
、
土
日
運
営
や
運
営
時
間
延

長
を
行
う
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　

生
活
文
化
担
当
部
長　

九
月
か

ら
毎
週
土
曜
日
に
つ
い
て
も
電
話

相
談
を
始
め
た
い
と
い
う
こ
と
で
、

現
在
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
日

曜
日
あ
る
い
は
時
間
延
長
に
つ
い

て
は
、
当
面
、
土
曜
日
に
開
設
し

た
状
況
を
踏
ま
え
、
今
後
検
討
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問

供

述

調

書

で

市

長

の

積

極

関

与

明

白

た
ぎ
、
両
方
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を

設
置
す
る
と
い
う
具
体
的
な
動
き

が
出
て
き
て
い
ま
す
。

　

�　

石
阪
市
長
と
北
薗
氏
の
供

述
調
書
で
、
政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ

ー
事
件
に
市
長
が
積
極
関
与
し
て

い
た
こ
と
は
明
白
だ
が
ど
う
か
。

　

市
長　

事
実
関
係
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
議
会
に
お
い
て
基
本

的
な
事
項
を
申
し
上
げ
た
と
お
り

で
す
。
真
摯
な
反
省
の
上
に
立
っ

て
、
引
き
続
き
市
長
の
職
を
担
っ

て
い
き
ま
す
。

問

　

殿
村
健
一
（
日
本
共
産
党
）

　

�　

市
民
の
暮
ら
し
、
福
祉
、

教
育
優
先
へ
、
二
五
三
億
円
の
新

庁
舎
建
設
は
中
止
す
べ
き
だ
が
。

　

岩
崎
副
市
長　

新
庁
舎
建
設
は

市
民
と
行
政
と
の
協
働
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
進
め
、
福
祉
、
教
育
も

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

�　

小
田
急
・
Ｊ
Ｒ
町
田
駅
と

周
辺
に
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
エ
ス

カ
レ
ー
タ
ー
増
設
の
考
え
は
。

　

建
設
部
長　

小
田
急
の
第
一
踏

切
は
、
東
京
都
で
小
田
急
線
を
ま

問問

　

お
さ
む
ら
敏
明
（
自
由
民
主
党
）

　

�　

南
中
学
校
武
道
場
に
は
畳

が
な
い
。
武
道
授
業
が
履
修
で
き

る
よ
う
に
環
境
整
備
を
求
め
る
。

　

教
育
長　

武
道
の
授
業
に
つ
い

て
は
道
具
や
畳
等
の
充
実
が
必
要

で
す
。
現
在
、
こ
の
環
境
整
備
に

向
け
て
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

南
中
学
校
の
畳
に
つ
い
て
は
対
応

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

�　

小
中
学
校
の
ト
イ
レ
が
臭

い
。
高
学
年
の
児
童
・
生
徒
に
掃

除
を
さ
せ
て
「
清
潔
な
ト
イ
レ
を
」

問問

の
運
動
展
開
を
し
て
は
。

　

教
育
長　

児
童
生
徒
自
身
が
学

習
環
境
を
整
え
る
と
い
う
活
動
に

つ
い
て
は
、
教
育
委
員
会
と
し
て

も
大
切
な
こ
と
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

�　

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
要
望
が
多

い
。
誰
も
が
直
ち
に
、
中
学
校
教

育
で
も
応
急
手
当
の
実
習
を
。

　

教
育
長　

Ａ
Ｅ
Ｄ
が
八
月
に
つ

き
ま
す
の
で
、
保
健
体
育
の
時
間

な
ど
の
中
で
で
き
る
の
か
、
学
校

と
十
分
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

応

急

救

護

訓

練

の

拡

大

を

求

め

て

い

じ

め

撲

滅

の

都

市

宣

言

を

！

て
未
罹
患
、
未
接
種
の
児
童
へ
公

費
負
担
で
の
接
種
を
求
め
る
。

　

岩
崎
副
市
長　

ワ
ク
チ
ン
の
確

保
を
進
め
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま

す
。

　

�　

小
規
模
災
害
・
事
件
時
等

の
市
民
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
き

め
細
や
か
な
対
応
を
求
め
る
。

　

総
務
部
長　

庁
内
で
検
討
組
織

を
設
け
て
検
討
を
始
め
て
い
ま
す
。

災
害
対
応
の
パ
タ
ー
ン
を
基
本
に

し
て
、
状
況
に
応
じ
て
弾
力
的
に

対
応
し
て
い
き
た
い
。

問

　

あ
さ
み
美
子
（
公
明
党
）　
　

　

�　

「
い
じ
め
の
な
い
街
」
を

合
い
言
葉
に
で
き
る
よ
う
、
公
の

場
で
市
長
の
宣
言
を
求
め
る
。

　

市
長　

い
じ
め
は
、
も
と
よ
り

人
間
と
し
て
絶
対
に
許
さ
れ
な
い

行
為
で
す
。
ま
た
、
い
じ
め
の
根

絶
は
市
民
の
願
い
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。
市
と
し
て
も
今
後
、

適
切
な
機
会
を
通
し
て
い
じ
め
撲

滅
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
て
い

き
た
い
。

　

�　

麻
疹
の
拡
大
防
止
策
と
し

問問

市民ホール横のタクシープール

　

佐
藤
伸
一
郎
（
ま
ち
だ
新
世
紀
）

　

�　

消
防
団
ポ
ン
プ
車
の
装
備

充
実
か
ら
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
装
備
を
問
う
。

　

総
務
部
長　

消
防
団
の
方
々
と

も
十
分
協
議
を
進
め
て
検
討
し
て

い
き
た
い
。

　

�　

災
害
時
要
援
護
者
の
支
援

に
つ
い
て
の
取
り
組
み
を
問
う
。

　

岩
崎
副
市
長　

本
年
一
月
に
災

害
時
要
援
護
者
支
援
対
策
を
ま
と

め
た
と
こ
ろ
で
す
。
現
在
、
例
え

ば
高
齢
者
な
ど
、
対
象
と
な
る
要

支
援
者
ご
と
の
事
業
担
当
部
門
に

問問

お
い
て
、
支
援
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成

の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

�　

被
災
し
た
市
民
が
避
難
所

生
活
を
送
る
た
め
に
必
要
な
電
力

を
確
保
す
る
た
め
、
非
常
用
発
電

設
備
の
整
備
を
図
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

防
災
対
策
担
当
参
事　

救
急
救

護
活
動
拠
点
に
は
、
バ
ル
ー
ン
型

投
光
器
と
一
体
型
の
発
電
機
の
配

備
を
今
年
度
に
完
了
し
ま
す
。
こ

れ
ら
の
状
況
を
踏
ま
え
、
他
市
の

計
画
等
を
参
考
に
研
究
し
た
い
。

問

Ａ

Ｅ

Ｄ

の

設

置

拡

大

、

災

害

時

対

策

消費生活相談室

ＡＥＤ（自動体外式除細動器）


